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●廣木優香さん（水戸三高卒）
◇感想：「将来のIT技術を考える時間に」

読む速度が速くなった。記事を読むこと
で今の日本や世界の状況把握や、これから
自身が何をすべきか、将来のIT技術はどの
ように進歩するのか考える時間を作ること
ができた。IT人材が不足している
今、IT技術者として社会に貢献で
きるような人になりたい。

●内田蔵人さん（石岡商高卒）
◇感想：「読む力、要約力、確実に向上」

今まで新聞の記事を要約することや、そ
もそも新聞を読んでこなかった。記事トレ
を通して読む力や要約する力は入学当初よ
り確実に向上していると感じる。

また、読む際にこの記事がITとどういう
関係があるのかを考える癖がついた。
●永井海羽さん（日立商高卒）
◇感想：「短い時間での成長感じる」

以前は、記事を読んでも何を要約すれば
いいのか全く分からなかった。

記事トレをすることで、大体の記事は字
数も余らせずに要約ができている
ので、短い期間での成長を感じて
いる。

３『記事トレ』紹介
本校では、IT専門力に加え社会人基礎力の向

上のため『記事トレ』を実施しています。新聞
を読み、要約とIT技術者としての感想を書くト
レーニングを通して読み解く力を育成します。

＜記事トレ実践＞

記事トレによる成長と気づき

ITから
創造した未

来へ

１ 女性限定オープンキャンパス開催！
8月３日(土)に、女性限定のオープンキャンパスが実施され、29名

の高校生が集まりました。
体験授業では、データ分析、ネットワーク、サイバー攻撃、生成AI

体験の各授業が行われ、熱心に参加していました。
また、座談会では、本校のOGである宮田八希先生が参加し、IT

業界における女性の活躍事例が紹介されました。更に、本校では女子
学生も資格取得などで成果を上げていると話されました。参加者から
は「座談会で、具体的なお話が聞けて良かった」との声がありました。

２ 未来のIT人財、楽しく体験

水戸市内の小中学生を対
象にした『ICTエキスパー
トコース』(主催：水戸市
教育委員会)が、本校で開
催されました。

参加した児童・生徒はプ
ログラミングの基礎を学び、
ライントレースロボットの
制御や、ドローンの操作を
楽しく学習体験していまし
た。

最終日にグループワーク
として「未来の社会を考え
よう」に取り組みました。
児童・生徒からは「地球温
暖化」「男女差別」などの
のテーマが出され、様々な
解決案を発表していました。

ICTエキスパートの講習風景

成果を発表する参加者

ネットワークの体験風景

ドローンのシミュレータを確認する参加者

相談会の様子

座談会の様子
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